
タイルの説明：和製マジョリカタイル（ハナカズラ）
せつめい わせい

ぬりえタ
イ
ル

つくられた時期と場所：20 世紀前半（日本）
じ  き ばしょ せいき ぜんはん

　タイルに絵つけをするように色をぬって、カラフルなタイルをデザインしよう！

　ぬりえをタイル枠の点線（　　）にそって切り、ならべてみよう。
　おなじ柄をタテやヨコにつなげてみると、あたらしい柄がうかびあがるよ！
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「和製マジョリカタイル」って？
わせい

タイルは、粘土を板のかたちにして焼いたもの。建物の壁や床にはる建築材料です。
約150年前、イギリスでつくられた美しいヴィクトリアンタイルが日本の建物にもつかわれるように
なりました。このイギリスのタイルにならい、日本でつくられたタイルが和製マジョリカタイルです。
日本から世界中の国々にたくさん輸出されました。
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